	単位操作-３０７
	差圧式流量発信器のサービスイン
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	※単－３０６の関連操作である。
(1)調節計についてはマニュアルになっていることを確認する事。
(2)発信器に片圧をかけない事。
(3)

ア．バルブ操作はゆっくり行い、発信器に急激に圧力をかけない事（破損防止）。
イ．ストップバルブ操作時、バルブのグランド部袋ナットの共回りが無いことを確認する。
(4)

ア．計算機入力のものはオンラインにする。
イ．インターロックを入れる場合は別途手続きで実施する。
(2)(3)(6)

表示札を取り外す。
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終了





マニュアルからオ－トにし、その後カスケードのあるものは入れる


 （ボードマン操作）































































































































































































流量指示が正常である事を確認する





洩れのない事を確認する





高圧側ストップバルブを開ける





均圧弁を閉める





発信器の計器番号を確認する
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